
 

福島明成高等学校生徒との座談会 

主催：(一社)福島県建設業協会 

 福島県建設業協会では、建設関係学科に進学した生徒を対象に、将来の建設業界への就職に備え、進路希望者の不安

解消や理解の増進を図ることにより、雇用のミスマッチの解消や建設業への進路選択者を増加させることを目的に、生

徒との座談会を開催しております。 

 福島明成高等学校では、環境土木科２年生と座談会を行い、座学として ICT活用の現状と課題や新社会人に求められ

る資質などを学びました。また、地元建設企業等の方をアドバイザーとして招き、建設業の仕事のやりがいや魅力など

を講話いただき、生徒が抱える建設業への就職に対する不安や疑問について意見交換を行いました。 

＜日  時＞     令和８年２月６日（金） １３：２５～１５：１５ 

＜場  所＞     福島県立福島明成高等学校 視聴覚室（福島市永井川） 

＜対象学年＞     環境土木科 ２年生 １６名 

＜コーディネーター＞ 環境土木科 ご担当教諭３名 

＜アドバイザー＞   地元建設企業２社（佐藤工業㈱ 、㈱日新土建）、福島県土木部建設産業室 

           （一社）福島県建設業協会 

 座学１「建設業の役割等について」                               

講師：福島県土木部建設産業室 主査 伊藤経介さん 

    

 座学２「建設業への就職に向けて」                               

① ICT活用の現状と課題、今後の展望 … 講師：佐藤工業㈱ 土木本部土木部課長 浦山和也さん 

    

② 建設業を担う若手技術者に望むこと … 講師：㈱日新土建 工事部長 大河内範男さん 

    

③ 新社会人に求められる資質 … 講師：㈱日新土建 営業部主任 桃井良太さん 

    

                         

            

         

                                    
                                                       

                   

       

          

          

               

             

         

                    
              
                   
      

         
                     
                       
                 

         

     
             

                              
                  

                               
                             
               

                              
       

                              
               

      

        

                                 

         

     

                

 

            

               

                         

                

                       

                         

 

             

                   

             

 

                          

         

               

                         

                         

              

                         

         

                         

 



 

    座談会（意見交換）                                    

事前に行った就職意向調査の集計結果を基に、生徒が就職する上で特に興味・関心を持っている項目に対して、設 

業の現状をお伝えし、意見交換を行いました。 

 Ｑ１ 休日について 

 Ａ１ 週休２日の会社が増えている。弊社の年間休日数は 118日で来年度は 120日を予定している。他に有給休暇 

があり、有給消化を強化している。 

 Ｑ２ 男性の育児休暇について 

 Ａ２ 子供が産まれたら、自動で与えられるほど取得しやすい環境。期間は男性は最長３カ月。まとめて取得しても 

    日数を分けて取得してもよい。 

 Ｑ３ 資格取得の支援について 

 Ａ３ 当社は全額会社負担。 

Ｑ４ 仕事のやりがい 

Ａ４ 山を削り道路を造ったり、トンネルを掘るなどの大きい規模の仕事が多く、地図に残るので達成感がある。ま

た、地域の人々から感謝の言葉をもらえることがあるので、地域に貢献している実感がもてる。 

 Ｑ５ 会社に入ってからの心構え 

 Ａ５ 基本的な挨拶や人の話を聞くことができること。 

  ＜座談会の様子＞ 

     

 ＜生徒からの感想＞ 

 ・会社には、就職後も仕事についていけるよう相談をできる環境があると知り、安心感を覚えた。 

・一昔前より休日数が増えていることや残業が少ない事など、土木業に対してのイメージが良い方向に変わって 

きていると感じた。また、入社してからも福利厚生の充実や待遇がよくなっていることから、建設業への進路を 

考えたいと思う。 

＜大森科長講評＞ 

 座談会を通して、建設業に対するイメージが大きく変わった人も多いのではないか。昔と違って働き方が大き 

く変わってきている。数十年前までは建設業の年間休日数は８０日ほどで、大変というイメージが強かった。し 

かし現在では、週休２日制度などで休みを取得できることが法律で決められており、働きやすい環境に変化して 

いる。是非、座談会の話を家族にも共有してほしい。親世代は昔の３Kのイメージが強いので、現在の建設業は 

働きやすく、待遇もよくなっていることを話してもらうとイメージアップにつながり、中学生も福島明成高校の 

環境土木科を志望する生徒が増えるのではないか。地域を支える人材が増えてほしいと願っている。 

 


